
去
る
六
月
十
日(

火)

午
後

最
初
に
、
子
ど
も
の
頃
の
話
で
、
特
に
忘
れ

二
時
よ
り
本
校
体
育
館
に
お

ら
れ
な
い
思
い
出
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
て
い
ま

い
て
、
株
式
会
社
イ
ン
テ
ッ

す
。
そ
れ
は
「
中
等
教
育
資
料
に
掲
載
さ
れ
た

ク
最
高
顧
問
の
中
尾
哲
雄
氏

内
容
の
話
」
と
の
こ
と
で
し
た
。(

裏
面
参
照)

に
よ
る
講
演
会
を
開
催
致
し

そ
の
中
で
、
お
礼
を
す
る
と
言
う
の
は
当
然

ま
し
た
。

の
こ
と
。
妹
の
犠
牲
の
上
に
、
私
の
今
の
幸
せ

当
日
は
、
二
十
名
ほ
ど
の

が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
…
。
お
世
話
に
な
っ

夜
露
を
浴
び
て
赤
い
バ
ッ
ト
が
ピ
カ
ッ
と
光
っ

便
せ
ん
を
五
～
六
枚
渡
し
て
、
親
に
感
謝
の
手

保
護
者
、
全
生
徒
・
職
員
も

た
ら
お
礼
を
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ

て
い
た
。
そ
の
時
、
胸
が
キ
ュ
ー
ン
と
痛
く
な

紙
を
書
か
す
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

参
加
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
内

る
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
感
動
し
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
物

で
、
親
か
ら
手
紙
が
来
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

容
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
赤
バ
ッ
ト
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
野

が
溢
れ
て
い
る
時
代
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま

中
に
は
「
こ
の
手
紙
を
一
生
の
宝
物
に
し
ま
す
」

本
校
教
務
主
任
の
遠
藤
先

球
を
し
た
い
け
ど
、
学
校
に
バ
ッ
ト
が
な
い
。

り
感
じ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…
。

と
い
う
の
も
あ
る
。

生
の
司
会
で
は
じ
ま
り
、
校

夏
休
み
に
、
小
学
校
六
年
生
・
中
学
校
一
年
生

感
動
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

「
創
造
」
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
る
。
創

長
先
生
の
講
師
紹
介
の
後
、

の
仲
間
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
赤
バ
ッ
ト
を
買

て
、
人
間
は
豊
か
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
夢

造
と
は
「
何
か
新
し
い
物
を
創
り
出
す
」
こ
と

講
演
へ
と
進
み
ま
し
た
。

っ
た
。そ
れ
を
管
理
し
て
い
る
の
が
私
で
し
た
。
を
持
つ
こ
と
も
人
間
を
豊
か
に
し
て
い
く
。
私

で
、
会
社
に
入
っ
た
ら
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

講
演
の
最
初
に
、
生
徒
が

あ
る
日
野
球
の
試
合
の
後
、
川
で
水
遊
び
を
し

の
夢
は
「
①
外
交
官
に
な
る
②
先
生
に
な
る
③

特
に
日
本
は
資
源
が
な
い
の
で
、
新
し
い
物
を

フ
ロ
ア
ー
の
上
で
正
座
を
し

て
、
畑
の
手
伝
い
の
た
め
に
慌
て
て
家
に
帰
り

経
営
者
に
な
る
④
小
説
家
に
な
る
」
で
し
た
。

考
え
て
発
展
し
て
き
た
。
新
し
い
物
を
創
る
と

て
い
た
こ
と
に
「
昔
は
当
た

赤
バ
ッ
ト
を
草
む
ら
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ

外
交
官
の
夢
は
、
見
事
試
験
に
落
ち
て
し
ま
い

い
う
の
は
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

り
前
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
今

た
。
そ
の
こ
と
を
寝
て
か
ら
夜
遅
く
に
な
っ
て

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
説
家
に
な
る
と
い

そ
こ
で
、
私
の
考
え
る
創
造
は
、「
組
合
せ
を
す

で
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

思
い
出
し
三
十
分
ぐ
ら
い
探
し
回
っ
た
が
な
か

う
の
は
ダ
メ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
で
き

る
」
と
い
う
考
え
で
す
。
例
え
ば
、
ラ
ジ
オ
と

と
だ
」
と
、
い
い
印
象
を
持

な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
あ
き
ら
め
て
明
日
探
そ

る
の
で
は
な
い
か
と
も
か
す
か
に
思
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
て
「
ラ
ジ
カ
メ
」
と
か
。

ち
ま
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

う
と
思
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
月
の
光
の
中
に

夢
と
い
う
の
は
実
現
し
な
く
て
も
い
い
。
何

カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
ニ
コ
ン
と
提
携
し
医
療
機

か
夢
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
何
か
努
力

器
を
開
発
、
ブ
ラ
ザ
ー
と
提
携
し
通
信
カ
ラ
オ

し
て
い
る
と
い
う
の
が
大
事
で
あ
る
。
大
学
時

ケ
を
全
国
初
で
開
発
、
機
械
会
社
と
提
携
し
産

代
に
は
会
社
を
作
っ
て
多
く
の
人
と
一
緒
に
働

業
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
な
ど
、
組
合
せ
か
ら
出
て
き

き
、世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
物
が
数
多
く
あ
る
。

そ
れ
は
、
十
七
名
で
物
置
の
よ
う
な
場
所
か
ら

夢
は
成
長
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
当

ス
タ
ー
ト
し
実
現
し
ま
し
た
。

然
で
、
よ
り
具
体
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
水
道
や
電
気
の
よ
う
に
、

事
。
仕
事
や
勉
強
を
通
じ
て
、
喜
び
や
感
激
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
が
で
も
簡
単
に
利
用
で

い
き
が
い
を
も
つ
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
よ
り

き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
時
代
を
作
る
た

多
く
の
人
と
交
わ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
も
ち

め
に
五
十
年
間
努
力
し
て
き
た
。
携
帯
電
話
等

ろ
ん
一
人
の
親
友
も
大
事
で
す
が
。
多
く
の
人

含
め
実
際
に
そ
う
い
う
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

と
交
わ
る
こ
と
で
、
人
は
成
長
し
て
い
く
。

る
。
研
修
セ
ン
タ
ー
含
め
、
多
く
の
建
物
を
建

高
校
三
年
の
時
に
、
結
核
に
な
り
、
富
山
大

て
て
き
た
。
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
う
講
義
で
は

で
の
一
年
間
は
授
業
に
出
る
な
と
い
う
こ
と
で

平成26年
6月12日

神原中
不定期09号

社会人に学ぶ!!
☆「私の歩み来た道～いつも夢をもって～」☆

講演後!!
一年生４名からの質問がなさ

れ、インテックの名前の由来は
何ですか？という質問には、中
尾さんも喜ぶと同時に感心しな
がらも丁寧に答えていました。
日本の大学では質問が出ない
が、中国では質問が終わらない
ことが普通であるとの情報もあ
りました。
次は、生徒を代表して比嘉堅

登さんのお礼の言葉です。
本日は忙しい中，私たちのた

めにお話をして頂きありがとう
ございました。中尾さんが話を
する前、勝手に夢は一人一つず
つ持つものと思い込んでいまし
た。しかし、中尾さんの今は経
営者となって、次は小説家にな
りたいということを聞いて大変
考えさせられました。叶えたい
夢はひとつに絞らなくても、全
ての夢に向かって頑張ればいい
と思いました。その他にも感謝
の気持ちを忘れてはいけないと
いう点を聞いてとても参考にな
りました。遠くない未来僕たち
も、社会に出て働くことになり
ますが、常に夢を持って、感謝
の気持ちを忘れずに人生を歩ん
でいこうと思います。今日は本
当にありがとうございました。

左下よりつづき!!
一学期間寮で横になってい
た。その後，寮の壁の落書き
を書いた40人あまりの先輩方
へ手紙を書いていった。その
時の手紙のやり取りをした先
輩方が、各地に会社を立ち上
げているときに支えとなっ
た。病気との出会いからはじ
まり、あきらめないことが大
切だと感じた。
心のよりどころを大切にし

て欲しい。それは神原中学校
であったり、母校かも。心の
よりどころは人間の「根っこ」
である。根っこがしっかりし
てないとうまく成長しない。

希望は遠い星の光
うつむく者には見えない

どんなに遠く、実現不可能
に見えても、けっして目標を
見失わずに前向きに努力する
ことが大事である。

夢は人を輝かせ
希望は人を大きくする

夢のない人は輝いていない
し、幸せになれない。
最後に、希望を持って、夢

を持ってがんばって欲しい。
いろんなことに対して、きち
んとお礼を言って欲しい。

神
中
し
ー
ぶ
ん



『ほくほく線犀潟駅－お礼を言うこと－」
名誉会長：中尾哲雄

終戦の前の年の八月，小学校二年生だった私は二歳年下の妹と二人で母に見送られて横浜を発ち，

上野駅から富山県の魚津へと向かった。戦争が激しくなり学校が集団疎開を始めた頃である｡私た

ち二人はまず先に父の故郷，魚津へ帰ることになったのであった。新潟県の直江津で乗り換えてし

ばらくすると海が左手にあることに気付いた。魚津とは反対の北へ向かっていたのだ。慌てて下車

したのが犀潟(さいがた)という小さな駅だった。ベンチで反対列車を待つことにしたが，汽車は何

時間も来ないという。泣きじゃくる妹をなだめながら見た美しい夕陽とカナカナ蝉の悲しいような

声はいまも心に残っている。

どうして分かったのか，近所のおばさんがおにぎりと「青ねじ」という駄菓子を持ってきてくだ

さった。家で休みなさい，というお誘いをお断りしてベンチでそれをいただいた。そして妹につら

れるように私も泣いてしまった。

高校に入学して初めての夏休みに，私は家の畑でとれた野菜を担いで犀潟を訪ねた。あのご婦人

に一言お礼が言いたかったからである。あの時，ちゃんとお礼を言わなかったのではないか，時折，

そのことが気になっていた。しかし，すでに八年が過ぎ去っており，そのご婦人を見つけることは

できなかった。駅周辺にはそんなに多く家はなかったが，一軒一軒訪ねて聞いても，みんな心当た

りはないという返事であった。

さて，我々は毎日，様々な形で多くの方々にお世話になっている。その場で簡単に「ありがとう」

「ありがとうございます」で済ますこともあれば，時には手紙で，あるいは場合によってはお礼の

品をもって感謝の気持ちを表すこともある。しかし，お礼のしようがないこともあるし，お礼を忘

れていることもある。さらに気付かないところでお世話になっていることもあろう。社会からの恩

恵をごく当たり前のこととして，感謝の念をはじめからもっていないことも多い。私はこれらの感

謝の気持ちをまとめてお返しする，まとめてお礼をするのがフィランソロピー（奉仕，社会貢献）

のひとつの側面ではなかろうかと思っている。いろいろなお世話の役職をお断りしないのは，原点

に「犀潟」があるからかもしれない。

カナカナの蝉といっしょに泣いた妹は若くして交通事故で逝ってしまった。

この夏，いつも会長室の書斎の隅に置いてある思い出の「青ねじ」をカバンに入れて，五年ぶり

にあの駅を訪ねた。あの古ぼけた駅の看板は取り替えられていたが，カナカナ蝉は同じ声で鳴いて

いた。

駅のベンチに座って慌ただしく過ぎていった日々を思い，その中で多くの方々からいただいたご

恩，ご厚情にあらためて感謝の念を強くした。

私は毎日，五，六通の手紙を書く。その手紙はお礼である。「我が家のきまり」の第一条は「お

礼を言う」だ。

近年，メール，インターネット，そして携帯電話でのコミュニケーションが多くなり、それにつ

れて「頭を下げる」という行為が忘れられていくように思う。「お先に」と譲っても会釈をする人

が少なくなった。私は時折，大学で講義をしているが，はじめに全員立ってお礼をし，講義が終わ

ったときも全員に立ってもらってお辞儀をすることにしている。

我が社の家庭教育フォーラム（子どもを預けて夫婦で参加）でも，家庭における「お礼」をテー

マにすることが多い。向き合って会話し，時には自筆でお礼の手紙を書く。社会のあたたかさを取

り戻すために学校はもちろん，家庭，企業，社会で軽く会釈をする，頭を下げてお礼を言う，そん

な運動を展開してはどうだろうか。

（このほど，ＪＲから連絡があり犀潟駅の古い看板をいただくことになりました。）

※ このお話は，同窓会総会後の記念講演で語られた内容の一端ですが，文章は「中等教育資

料十月号（発売元ぎょうせい）」に掲載されたものです。


